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就任のご挨拶 
 

 

 

  国土交通省水管理・国土保全局長  森本 輝 

 

 

８月７日付で水管理・国土保全局長を拝

命いたしました森本です。どうぞよろしくお願

い申し上げます。 

 

１．はじめに 

私は約 30年にわたり河川行政に携わって

まいりました。とりわけ近年は気候変動の影

響が顕著となり、これまでに経験したことの

ないような水災害を目の当たりにするように

なりました。国民の皆様の間でも、水災害対

策の重要性に対する理解は着実に広がって

いるものと認識しています。気候変動の影響

が今後ますます大きくなると予測される中、

効果的な対策を加速させて欲しいとの声が

大きくなっています。 

本年も様々な災害が発生しています。１月

には、強い冬型の気圧配置の影響により、

北日本から西日本の日本海側を中心に大

雪になりました。また、６月には岩手県沖を

震源とする地震により青森県で震度６強を、

山梨県東部・富士五湖を震源とする地震に

より山梨県では震度６弱を観測しました。さ

らに、７月には令和８年熊本地震が発生し最

大震度７を観測したほか、令和８年８月千葉

豪雨をはじめ、北陸地方や愛知県など全国

各地で豪雨が発生するなど、甚大な被害が

生じています。この誌面をお借りして、お亡く

なりになった方々のご冥福をお祈りしますと

ともに、被害に遭われた方々に心よりお見舞

い申し上げます。 

私も着任直後から、災害対応に当たり、改

めて日本が災害大国であることを認識する

とともに、災害対応の最前線に立つ国土交

通省の使命と責務を強く感じたところです。 

近年、線状降水帯、台風等によってもたら

される水災害の激甚化、頻発化を多くの方

が実感されていると思います。気候変動によ

る影響は顕著になっており、例えば気温が

２℃上昇した場合、降雨量が約 1.1 倍、流量

が約 1.2 倍、治水計画の目標とする規模

（1/100～1/200）の洪水の発生頻度は約２

倍になると想定されています。気象庁気象

研究所による近年の豪雨を対象にした分析

によると、総降水量が 10～20 パーセント程

度増加しているとされており、今後も総降水

量が増加する可能性があることが示唆され

ています。一方で、気候変動の影響により、

水災害の激甚化・頻発化だけでなく、渇水リ

スクも高まっていると考えられています。令

和７年度冬渇水では、私が前職で局長を務

めていた中部地方整備局管内でも多くの水

系で渇水が発生し、豊川水系の宇連ダムが

運用開始以降初めて貯水率が 0%になり、天

竜川（静岡県）から豊川（愛知県）への佐久

間導水による緊急導水などを実施し、影響

の緩和に努めました。これらに対処するため

には、気候変動の緩和を進めるのは当然で

すが、適応策として、ハード・ソフト両面から、



 

 

治 水 第８６２号 令和８年１０月１４日             

また国や自治体に加えて、様々な関係者や

住民も連携した取り組みの強化が必要不可

欠です。 

水管理・国土保全行政は、気候変動の他

にも、昨今の物価高、インフラの老朽化、人

口減少、河川管理の担い手の減少など、

様々な課題に直面しています。これらの課

題に対処し、国民の安全・安心の確保や、地

域の生産性の向上、魅力の向上につながる

施策を着実に推進することが求められてい

ます。 

 

２．流域治水の加速化・深化 

気候変動により、激甚化、頻発化する災

害に対応するため、ハード・ソフトが一体とな

った流域治水の加速化・深化が不可欠です。

これまでも、いわゆる通常の当初予算に加

え、防災・減災、国土強靱化のための３か年

緊急対策や５か年加速化対策等の予算を活

用し、河道掘削や築堤、ダムの建設・再生、

砂防関係施設や海岸保全施設等の整備を

加速してきました。これらは着実に効果を発

揮しており、本年の災害でも、例えば、令和

８年８月千葉豪雨では、千葉県管理の一宮

川で、過去の豪雨を踏まえて実施してきた抜

本的な治水対策が効果を発揮し、過去に大

規模な浸水被害が発生した降雨と同規模の

降雨があったにもかかわらず、浸水被害を

大幅に減らすことができました。また、令和８

年熊本地震では、過去の地震による被災を

踏まえて耐震化を実施した施設が被災を免

れ、地震直後から治水機能を確保すること

ができました。国土強靱化実施中期計画が

本年度からスタートし、その初年度分として

令和７年度補正予算が措置されました。引き

続き、対策を加速させていく必要がありま

す。 

また、ハード施設の能力を超過する豪雨

にも対応するため、防災気象情報の高度化、

災害リスク情報の空白域の解消、住まい方

の工夫といったソフト対策を推進しています。

本年５月には「自治体が発表する避難情報

との関係を整理し、住民が避難行動を判断

しやすい情報体系に再構築すること」を目的

とした防災気象情報の改善を実施しました。

また、土砂・流木の影響を踏まえたハザード

マップの導入や、小規模な流路のハザード

情報の把握なども進めています。適切な避

難につなげるためのリアルタイムの情報の

提供と、ハザードマップなど、地域の大雨や

氾濫による事前のハザード情報の提供を両

輪として取り組むことが重要です。このような

情報は、気象観測技術や氾濫解析技術の

向上によって、情報の充実が図られてはい

ますが、実際の避難につなげるためには、

国民一人一人にしっかりと危機意識を持っ

ていただくことが必要不可欠です。令和６年

５月には、地域で発生した災害の状況を分

かりやすく伝える施設や災害の教訓を伝承

する活動などを、「NIPPON 防災資産」として、

国土交通大臣等が認定する制度を新たに創

設したところですが、このような施策を通じて、

過去の災害の記憶の風化を防ぎ、災害リス

クを自分事として捉えていただくとともに、い

つどこで起こるかわからない災害への警鐘

を鳴らし続けていきます。 

このほかにも、台風等については、鉄道

事業者や航空事業者による計画運休、スー

パーやコンビニなどの計画的な閉店など、社

会全体で災害に備える取組も定着しつつあ

ります。しかし、線状降水帯等による突発的

な災害への対応は依然として大きな課題で

す。令和８年８月千葉豪雨など、本年の豪雨

災害においても犠牲者が発生したことを重く

受け止めなければなりません。行政のみな

らず、マスコミ、有識者、地域コミュニティなど
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様々な主体と連携しながら、防災意識の向

上と行動変容につながる取組をより一層強

化していく必要があります。 

 

３．流域総合水管理の推進 

水は国民に災いをもたらす一方で恵みを

もたらす存在でもあります。これまでも水を

上手くコントロールすることで豊かな生活を

実現させてきました。しかし、人口減少や半

導体など新たな産業の進出等に伴う水需要

の変化、カーボンニュートラルやネイチャー

ポジティブの実現など、社会経済情勢が大き

く変化しています。 

これに加え、気候変動の影響による水災

害の激甚化・頻発化や渇水リスクの増大、

水インフラの老朽化など、水に関して対応す

べき課題は多様化・深刻化しています。 

これらの水を巡る課題に対応するため、

治水に加え利水・環境についても流域全体

であらゆる関係者が協働して取り組むととも

に、流域治水・水利用・流域環境の一体的な

取組を進めることで「水災害による被害の最

小化」「水の恵みの最大化」「水でつながる

豊かな環境の最大化」を実現する「流域総

合水管理」の取組を推進してまいります。 

ダムにおいて、事前放流の取組が定着す

るとともに、大雨が予測されない時は治水容

量に水を貯め、発電等に活用する取組など

も、気象予測の高度化に伴って徐々に運用

が拡大しています。2050 年カーボンニュート

ラルに向けて、治水機能の強化と水力発電

の促進を両立させる「ハイブリッドダム」の取

組として、令和７年には、洪水後期放流の工

夫や融雪出水を見込んだ事前の水位低下

等の運用高度化により、3,582 万 kWh（約

9,100 世帯の年間消費電力に相当）の増電

を達成しました。今後は、長時間アンサンブ

ル降雨予測等の新技術も活用するとともに、

個々のダムだけでなく、複数ダムの連携運

用の取組を進め、限りある水資源を有効活

用していきます。 

このような水の恵みの最大化に向けた取

組については、特に河川管理者の知恵が問

われていると考えています。これまでも安定

的な水利用の確保に向けて様々な取組が

進められていますが、気候変動や社会経済

情勢の変化も踏まえ、より積極的かつ戦略

的な水資源活用が求められています。未来

志向の新しい仕組みの構築に向け、利水者

の方々の協力を得ながら、水資源としての

有効活用や水環境改善のための取組を積

極的に推進しています。 

 

４．デジタル技術の活用 

近年、DX の取組が建設現場を大きく変え

ています。人工衛星やドローンによるデータ

取得、遠隔操作技術、AI 技術の活用などに

より、河川、ダム、砂防、上下水道など様々

な分野でデジタル技術の導入が急速に進ん

でいます。例えば、岐阜県で本体工事実施

中の新丸山ダムでは、BIM/CIM の活用はも

ちろんのこと、骨材製造からコンクリートの打

設まで一連の工程を、自動化、自律化する

新しいシステムの実現に挑戦しています。現

場から最先端技術の導入が進むように、現

場の技術者とも意見交換を行い、新しい取

組への挑戦を後押ししていくことが重要です。

ドローン、人工衛星などを駆使し、収集した

データで現場のデジタル化を進めることで、

施工や維持管理、さらには災害現場などで、

自動化・自律化・遠隔化を進め、担い手不足

の解消や、地域の生産性の向上につなげて

まいります。 

また、現場の効率化には、AI の活用も欠

かせません。人が把握しきれない膨大なデ

ータの処理を行える AI を活用し、日々の点
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検業務の効率化や各種計画の高度化につ

なげています。 

最後に、これらの取組を進めるために、行

政が作成している基準やガイドラインの見直

しも必要と考えています。現場の実態に即し

て、新しい取組の妨げにならないよう柔軟な

判断を行い、建設現場の DX の加速化に努

めています。 

 

５．おわりに 

気候変動の歩みは簡単には止まりそうに

ありません。一方で、私たちが講じる対策や

技術の進歩もまた歩みを止めることはありま

せん。 

水管理・国土保全行政を取り巻く環境は、

水災害の激甚化・頻発化、渇水リスクの増

加、インフラの老朽化、人口減少による担い

手不足など、大きく変化しています。 

このような中にあっても、国民の生命と財

産を守り、水の恵みを次世代へ確実に引き

継いでいくことは、私たちの変わらぬ使命で

す。 

流域治水の加速化・深化、流域総合水管

理の推進、デジタル技術の活用などの取組

を着実に進めるとともに、地方公共団体、関

係機関、企業、地域の皆様との連携を一層

深めながら、水管理・国土保全行政の推進

に全力で取り組んでいきます。 
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河川愛護月間をかえりみて 
 

国土交通省水管理・国土保全局治水課 

 

国土交通省では、昭和４９年から毎年７月を

「河川愛護月間」と定め、河川愛護運動を実施

しています。 

 本年度においても、「せせらぎに ぼくも魚も

すきとおる」を推進標語として、国土交通省、

都道府県、市町村が主体となり、全国各地で

ポスター、チラシ等による広報活動を行うとと

もに、地域住民、河川愛護団体、関係行政機

関等の協力を得て、河川のクリーン作戦、水

生生物調査等、多様な活動が実施され、多数

の方に参加いただきました。 

 月間中に行われた行事等の成果を踏まえ、

今後も地域住民、市民団体等と協力した流域 

 

全体の良好な河川環境の保全・再生への取り

組みを積極的に推進することで、年間を通して

国民の河川愛護意識の醸成に努めてまいりた

いと考えております。 

 また、これらの活動に加え河川愛護月間推

進特別事業として、「川遊び～川での思い出・

川への思い～」をテーマに絵と文章を組み合

わせて描いた絵手紙の募集を１０月９日（金）

まで行っており、関係機関誌等を通じ広く募集

活動を行っております。 

 募集の詳細については、国土交通省水管理・

国土保全局ホームページ中『河川愛護月間』

（https://www.mlit.go.jp/river/aigo/index.html） 

ページをご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水生生物調査（府中水辺の楽校） 

 

出前講座（羽越河川国道事務所） 

 

https://www.mlit.go.jp/river/aigo/index.html


 

 

治 水 第８６２号 令和８年１０月１４日             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水面の利用（矢田川あそび） 

 

安全利用点検（江の川） 

河川水難事故防止に関する啓発活動（四万十川） 

 

 

水面利用取り締まりパトロール（中部地方整備局） 

 

安全利用点検（小樽市内） 

 

水生生物調査（那珂川） 
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河川清掃（中部地方整備局） 

） 

河川水難事故防止に関する啓発活動 
（水辺の安全教室（三條川）） 

水辺で乾杯（桑野川） 

） 

河川清掃（肝属川） 
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